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連載6 アメリカ医療 Now　「補完代替医療の現状」

補完代替医療を抜きにしては
米国医療を語れぬほど国民に浸透

米国民の実に４割が利用、
薬剤費には及ばぬものの年間₃₃₉億ドルを国民が支出
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部に触り治療する療法。
　５．Energy Therapies（エネル
ギー療法）
　気功・霊気等科学的に証明がさ
れていない身体に内在するエネル
ギーを利用し身体の改善を図る療
法。

ークに基づく療法）
　針、マッサージ、カイロプラク
ティック等の体全体、若しくは一

医療を組み合わせ、８％が３種類
の補完代替医療を組み合わせ、１
％が４種類の補完代替医療を組み
合わせて腰痛治療をしている。カ
イロプラクティック・マッサージ・
ヨガの治療を受けている半数以上
の人は、補完代替医療は有効であ
ると答えており、針治療において
は４割の人が、薬草療法は３割の
人が有効であると報告している。
　腰痛治療に補完代替医療を使っ
た理由は、自分自身が補完代替医
療に興味があった（48％）、西洋医
学では効き目がなかった（27％）、
医師に勧められた（24％）、西洋医
学の治療代が高額であった（13％）
ためで、53％の腰痛患者は西洋医
学と一緒に使っている。1997年と
2002年の針治療を受けた腰痛患者
のデータによると、針治療を受け
る人は、この５年で５倍近くに増
えた。
　その理由としては、1997年にオ
ックスフォードヘルスが全米で初

　補完代替医療の内容は多岐にわ
たり、常に変化しているので正確
に補完代替医療を定義するのは難
しいが、アメリカ国立衛生研究所
に属する国立補完代替医療センタ
ーは、「補完代替医療は現代西洋医
学以外の医療の総称」と明記して
いる。ここで言う西洋医学とは、
医師・看護師・理学療法士・カウン
セラー等の各分野で学位と免許を
取った者による医療行為である。
　国立補完代替医療センターによ
ると、補完代替医療は Alternative 
Medicine System、Mind-body 
Intervention、Biologically based 
Therapies、Manipulative and 
Body based Medicine、Energy 
Therapies と、５つに分類別され
ている。
　１．Alternative Medicine Sys-
tem（代替医療システム）
　伝統中国医学（Traditional Chi-
nese Medicine）、 イ ン ド 医 学

（Ayurveda）、ナチュロパティー
（Naturopathy）、ホメオパティー
（Homeopathy）等で、理論体系と
実践体系がある。伝統中国医学等
は、数百年の歴史・伝統があり中国
の国民の健康維持に貢献してきた。
　２．Mind︲body Intervention（心
身医療システム）
　 催 眠 術（Hypnosis）、 瞑 想

（Meditation）、祈祷（Prayer）な
ど、心理面からのアプローチで身
体機能・症状の改善を図るもの。
　３．Biologically based Thera-
pies（生物学に基づく療法）
　食事療法（Diet）、ビタミン（Vi-
tamins）、薬草療法（Herbs）、サ
プリメント（Supplements）を利
用し身体の改善を図るもの。
　４．Manipulative and Body ba-
sed Medicine（手技・ボディーワ

　2007年、腰痛治療のガイドライ
ンとして、The American College 
of Physicians and the American 
Pain Society は、「医師は、痛みの
改善がみられない腰痛の患者に補
完代替医療（ヨガ・針治療・マッ
サージなど）の取り入れを積極的
に考えるべきだ」と発表している。
　現在、米国民の約15～30％は腰
痛に悩まされており、腰痛は外来
診察を受ける理由の第２位であ
る。驚くことに米国では、病院外
来に行き医師に診察してもらうよ
り補完代替医療による治療（カイ
ロプラクテックや針治療）の方が
腰痛患者には人気がある。具体的
にどのような補完代替医療を受け
ているかというと、74％に当たる
約400万人はカイロプラクティッ
ク、22％にあたる約120万人はマッ
サージ、そして約８％の人は薬草
療法、ヨガ、針治療等を受けてい
る。また、69％の人が１つの補完代
替医療、21％が２種類の補完代替

　現在の米国ヘルスケアを語る中
で、カイロプラクティックやサプ
リ メ ン ト な ど の 補 完 代 替 医 療

（CAM：Complementary and Al-
ternative Medicine）を無視する
ことはできない。アメリカ疾病予
防管理センター（CDC）が発表し
た最新のレポートによると、2007
年、米国民は年間476億ドルを医療

　米国民の補完代替医療の関心の
高さを背景に、アメリカ国立衛生
研究所（NIH：National Institutes 
of Health）は1992年、補完代替医
療の研究・評価を行う部署となる
国立補完代替医療センター（NC-
CAM：The National Center of 
Complementary and Alternative 
Medicine）を設置した。設置当初、
国立補完代替医療センターは200
万ドルの年間予算が配分された。
現在は、その20倍に当たる4,000万
ドルの年間予算が組まれている。
この予算額の飛躍的増大からも容
易に推測できるように、補完代替

用医薬品に出費している一方、補
完代替医療に339億ドル出費して
いる。ここ10年で、米国民の補完
代替医療への出費は急速な拡大の
一途を辿っている。
　９月号では、この補完代替医療
に焦点を当て、米国民の健康維持
に対する意識にも迫ってみたい。

医療への米国民の期待度は、かな
り高い。
　1992年時点では補完代替医療を

「米国医学部で一般的に教えてい
る医療・治療行為ではなく、また
米国の医療機関（病院）などで通
常行われているものではないアプ
ローチ」と、定義付けていたが、
現在はこの定義は当てはまらない
状況を迎えている。それは、全米
医学部の半数以上が補完代替医療
の講義・教育を行っているからで
ある。さらに、ハーバード大学、
コロンビア大学、スタンフォード
大学においては、独自に補完代替

医療の研究所を設置して研究と教
育に積極に取り組んでいる。一方、
医学生の間でも、補完代替医療へ
の関心が高くなってきている。
　米国には日本のように国民皆保
険は存在せず、米国民は民間の健
康保険を購入しているのが一般的
だ。1997年に、オックスフォード
ヘルスが全米で初めて健康保険で
代替医療費をカバーする健康保険
プランを打ち出し、針治療費等を
カバーするようになった。その後、
このように補完代替医療の保険償
還できる健康保険プランが続々登
場した。私（河野）が、使っていた健
康保険もカイロプラクテック・針治
療が保険でカバーされており、自己
負担額30ドルで受診可能であった。
　ワシントン州においては、法律
で補完代替医療の償還が保障され
ている。即ち、米国ヘルスケアを
語る上で、補完代替医療への患者
の期待度や医学部においても研究
及び教育がなされている点、ある
いは民間保険会社も実用性を認め
ている点等を考慮に入れると、補
完代替医療の重要性を無視するこ
とはできない。

補完代替医療に対する注目上昇 �

健康保険による補完代替医療の償還も増加

補完代替医療の定義とは？ �

現代西洋医学以外の医療の総称

腰痛に対して補完代替医療が人気（文献１より）  �

腰痛患者の74％がカイロプラクティック、22％がマッサージ利用

Complementary and Alterna-
tive Medicine（補完代替医療）
は、２つの語句から成り立って
おり、最初の Complementary 
Medicine（補完医療）とは、西
洋医学と一緒に行う医療行為を
表す。

　例えば、腰痛に西洋医学のア
プローチ（鎮痛剤の服用）をし
つつ針療法などを行い、痛みの
軽減を目指すものをいう。Al-
ternative Medicine（代替医療）
は、西洋医学の代わりに用いる
療法を示す。

コラム１．  補完代替医療の語源は？
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野）にとっては驚きの連続である。
店の入り口近くにあるサプリメン
トコーナーで、体重が気になるか
らと言って500カプセル入りの食
物繊維のサプリメントを、日焼け
が気になるのでと1,000錠入りの
ビタミンＣを、心臓のため（心筋
梗塞、狭心症等の予防のため）に
コエンザイムＱ－10とフィッシュ
オイル・オメガ３を、ショッピン
グカートに次々と入れていく。
　ここまでなら、本当に健康維持
に関心が高いのだなと感心するの
だが、この後、彼らは店の奥の食
料品売り場に進み、ポテトチップ
やコーラ、冷凍食品、ローストポ
ークを焼くために3kg くらいの肉
の塊と、巨大なガーリックトース
トなどを買っている。これらの物
を購入している人達に、「ポテトチ
ップを2kg ちかくも買って大丈夫
なの？　本当に、この１袋10ドル

（900円）もするポテトチップを食
べちゃうの？」と、聞いたことが
ある。彼らは、「このポテトチップ
は、リデュースドファット（脂肪
分控えめ）だし、減塩だから食べ
ても大丈夫よ」と平気で答えた。
　アメリカ人の価値観の多様性や
アメリカ人の持つ健康観は、日本
人とは少し違うのだなと思った。
私にとって、体重が気になるから
といって食物繊維のサプリメント
をショッピングカートに入れ、そ
の足でポテトチップを２kg も買
うという行動は、理解できない。
　米国では、サプリメント業界が
彼らの商品をエビデンス（Evi-
dence：科学的に証明された事
実）なしで売ることに走らないよ
うに、法律の規制が厳しく行われ
ている。そのため、消費者は比較
的簡単に商品の効能・効果・安全
性情報を手に入れることができ
る。一方、医師の診察を受けるの
に高額な費用が掛かるため、この
ようなサプリメントを服用してい

受けており、その支払額の平均は１
回120ドルほどであった（表１参照）。

4,000万人の成人がカイロプラク
テック・針療法・マッサージ療法を

回ったことになる。金額ベースで
みると、補完代替医療機関へは約
137憶ドル支払われ、病院などの医
療機関への支払額128憶ドルを超
えた。このことからも米国民の補
完代替医療に対する関心・期待度
が高いことがうかがえる。ちなみ
に1997年には、米国民の42.1％が
補完代替医療を受診しており、延
べ6.3億回受診し、補完代替医療機
関への支払額は、1990年と比べ45
％増の212億ドルとなった。

〈₂₀₀₇年の使用状況〉
「₂₀₀₇年、米国民の４割が補完代替
医療を利用、₃₃₉憶ドルが補完代替
医療の支払いに」
　アメリカ疾病予防管理センター
の2009年７月30日に発表された最
新のレポートによると、2007年は、
38.3％の米国成人（8,300万人）、
11.8%の18歳以下の子供が（850万
人）が補完代替医療を使っていた。
金額ベースで見てみると、年間339
億ドルが補完代替医療に使われて
おり、この10年間で約127億ドル増
えたことになる。この339億ドルの
内訳は、220億ドルがセルフケアコ
スト、119億ドルがプラクテショナ
ーコスト（鍼灸師やカイロプラク
ター）への支払いである。セルフケ
アコストとは、NVNMNP（ビタミ
ンやミネラルでないハーブ等のナ
チュラル製品購入代が148億ド
ル）、ヨガなどのクラスの参加費

（41億ドル）などである。年間、約

針治療・カイロプラクティック・
マッサージなどである。補完代替
医療を受けた人は年間平均19回補
完代替医療を受けており、受診１
回の平均支払額は27.60ドル（約
2,500円）であった。その治療目的
は、腰痛・アレルギー・関節炎・
疲労感・頭痛などの症状改善目的
で、生命の危機にあるような疾患
の治療のためではなかった。

　 興 味 深 い の
が、補完代替医
療を受けた人の
73％は、担当の
医師に補完代替
医療を受けたこ
とを告げていな
かった。米国民
は、 延 べ4.3億
回、補完代替医
療を受けたこと
になり、これは
通常の医療機関
への延べ受診回
数3.9億回を上

総合ビタミンＢ剤の順であった。
　年間237億ドルの売り上げを誇
るサプリメントは通常、ナチュラ
ルフードショップや食料品スーパ
ーマーケットやドラッグストアな
ど、あらゆる小売店で簡単に購入
できる。サプリメントがこのよう
に普及した理由はいくつかあげら
れるが、まず第一に考え浮かぶの
は、米国は国民皆保険がなく医療
費が大変高額であるという背景
だ。従って、米国民の間では健康
保険などに頼らず自分の健康は自
分で管理し、病気に罹らないよう
にしなくてはならないという意識
が非常に強い。
　その他の理由として、ベビーブ
ーマー世代がサプリメントを購入
し、消費する人たちの特徴を鮮明
に表わしてしている。1993年のハ
ーバード大のアイゼンバーグ博士
の調査によると、補完代替医療を
積極的に使っている人は、大学教
育を受けた人、年収が５万ドル（約
450万円）以上の収入で、アメリカ
をまさに支えている中間層世代で
あった。実は、その世代とは1943
年から1960年に生まれたベビーブ
ーマー世代である。アイゼンバー
グ博士の調査から17年が過ぎた現
在、このベビーブーマー世代が50
から70歳代を迎えて経済的にもゆ
とりができ、子供にも手がかから
なくなり、自分の健康への関心が
いっそう強まり、サプリメントな
どの補完代替医療への関心・購買
意欲がますます高まっている。
　巨大スーパーや食料品店、もし
くはコストコのような会員制倉庫
型店でアメリカ人の買い物を観察
すると、日本で生まれ育った私（河

〈₁₉₉₀年代の使用状況〉
「₁₉₉₁年、米国民の３割が補完代替
医療を利用、₁₃₇憶ドルが補完代替
医療の支払いに」
　1991年に実施された補完代替医
療利用状況調査によると、34％の
米国民が補完代替医療を利用して
いた。この補完代替医療とは、米
国の医療機関（病院）などで通常
行われていないアプローチ、即ち

　ハーバード大学のアイゼンバー
グ博士が1993年に、米国民の３割
は補完代替医療を受けており、一
般的な医療機関である病院にかか
る（外来受診する）よりも補完代
替医療を受診している人の方が多
いと「The New England Journal 
of Medicine」という大変権威のあ
る医学雑誌に発表した。この発表
は、米国医学会にとって大変驚き
とともに、米国政府としても補完
代替医療の有効性・安全性を見極
めていかなくてはいけないという
動きを強め、1994年には DSHEA

（Dietary Supplement Health and 
Education Act）という法律を制
定した。一般食品扱いされ効能効
果を表示できなかった製品が、こ
の DSHEA の制定後、製品の効能
効果を表示する事が出来るように
なり、米国サプリメント全盛時代
を迎えることにつながった。
　米国人のニーズと商業ベースの
サプリメント会社の商業戦略が上
手く合致し、1990年は年間９億ド
ルの売上高であった高容量ビタミ
ン剤は、1997年までには年間33億
ドルの売上高をマークする驚異的
な伸張を示した。更に2000年に入
ると、サプリメント全体としては
年間187億ドルにまで急成長をし
た。
　2007年の最新データによると、
17.7％の米国民は何らかのサプリ
メントを服用しており、成人にお
いて最も人気のあるサプリメント
は魚のオメガ３（fish oil/omega
３）、続いてグルコサミンＡ、エク
ネシアであった。また、ビタミン
剤においては、総合ビタミン、ビ
タミンＥ＆Ｃ混合剤、カルシウム、

補完代替医療利用状況の変遷（文献２、３より）  �

利用者が年々増加、2007年には18歳以下でも11％利用

アメリカはサプリメント王国 �

サプリメント大量購入者は健康に配慮しているのか疑問

めて健康保険で補完代替医療費を
カバーする健康保険プランを打ち
出し、その後、次々と大手民間健
康保険会社が補完代替医療費をカ
バーするようになったためであ
る。

　その他の理由としては、1997年
にはライセンスを持った針治療を
行う者が9,000であったが、2002年
には１万8,000以上となり患者は
治療院に行きやすくなったことが
あげられる。

Total costs: $33.9 billion 

Self-care costs 
$22.0 billion 
（64.8%） 

Practitioner costs 
$11.9 billion 
（35.2%） 

NVNMNP1
$14.8 billion （43.7%） 

Yoga, tai chi, qigong
classes 
$4.1 billion （12.0%） 

Homeopathic medicine 
$2.9 billion （8.7%） 
Relaxation techniques 
$0.2 billion （0.6%） 

1Nonvitamin, nonmineral, natural products. 
NOTES: Percentage refer to the total out-of-pocket costs in 2007. 
Totaling individual self-care cost percentages is affected by rounding. 
Estimates are based on household interviews of a sample of the civil-
ian, noninstitutionalized population. 
DATA SOURCE: CDC/NCHS, National Health Interview Survey, 2007. 

 （http://www.cdc.gov/NCHS/data/nhsr/nhsr018.pdf より抜粋）

表１　₂₀₀₇年度米国民の補完代替医療費の内訳
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日本と比べて少ないのも事実であ
る。従って、自分の価値観・判断
基準で物を選択したら、その責任
は自分で取らなくてはならない国
でもあることを、垣間見た気がした。

ることを医師に伝える機会が少な
い。すなわち、医師などの専門家
とサプリメント服用の有効性・安
全性・相互作用（他の薬との飲み
合わせ）などを話し合う機会が、

　 こ こ 数 年、「Health Impact 
Study（健康に与える調査）」が実
施されている。その１例として、
カルシウム剤とビタミンＤのサプ
リメント服用により骨折が予防で
き、「骨折治療のためにかかるであ
ろう病院代・ナーシングホーム
代・医師への支払いの合計となる
年間139億ドルの出費を減らすこ
とができた」と、報告している。
　サプリメント産業は、2004年以
降200億ドル以上の年間売上があ
る。2006年には225億ドル、2007年
は237億ドルと5.9％の成長率で確
実に年間売上高を拡大している。
全米には9,000以上のサプリメン
トのメーカーがあり、免疫改善・
記憶障害の改善・筋肉増強・減量
など多岐にわたるサプリメントを
販売している。米国サプリメント
産業全体は、100職種にわたり50万
人以上の労働者をかかえ、更に税
金として100億ドル（連邦政府へは
53億ドル、州政府には47億ドル）
を収め米国経済に好影響を与えて
いる。この数字は、ひとつのサプ
リメント事業を起こすと、米国全
体としては2.29人分の仕事が供給
される計算だという。サプリメン
ト産業と、その関連事業で総額610
億ドルの経済効果が得られている
と Natural Products Foundation
は報告している。
　米国での補完代替医療について
まとめたが、日本での補完代替医
療に関しては「国民主役医療への
道」（町淳二・宮城征四郎編著、
2006年12月出版、日本医療企画）

を参照下さい。

６回の連載執筆を終えて
　４月号より６回にわたり連載さ
せていただき、今までお読みいた
だいた読者に心から感謝いたしま
す。トピックの選択・種々のデー
タのレビューやそれに対する考察
など、われわれもアメリカ医療の
知識を深められたと共に、アメリ
カ人の価値観を教えられた気がし
ます。アメリカの合理主義も大切
ですが、日本の医療の良さ、更に
日本人のお互いにいたわり合う心
が、今の医療現場にいかに重要か
ということを、この連載を通して
学ぶことが出来ました。
　海外から見ると日本には素晴ら
しい医療・美しい医療が山ほどあ
ることに気がつきます。日本では
医療崩壊などと叫ばれています
が、現在、世界のどこでも医療は
困難な時代になっています。問題
点を認識し、それらを国家ばかり
でなく医療提供者そして国民・患
者が共同で解決し、医療再生に繋
げてほしいです（これについては、

「美しい日本の医療」町淳二、津田
武、浅野嘉久編著、2008年12月出
版、金原出版を参照下さい）。

サプリメント使用者への経済効果、産業の経済効果 �

サプリメント産業は50万人以上を雇用、100億ドルの税を納付

　今回の連載が、読者の皆さんの
日本での医療にいくらかでも参考
になったことを願っています。い
つの日か、お読みいただいた皆さ
んと日本の医療をより良いものに
するため、そして患者さんのため
の医療というテーマで話し会う機
会など持てれば幸いです。ありが
とうございました。
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